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令和３年３月２日 弓削総合庁舎議場にて全員出席で開催 

【報告事項】 

上島町高齢者保健福祉計画、介護保険計画（第８期：令和３年度～令和５年度） 

「笑顔でともに安心して暮らせる健康、福祉のまちづくり」を基本理念とし、「地域包括ケア

システムの深化推進」「地域つくりと介護予防、重度化防止の推進」「介護保険サービスの質の向

上」を充実させていく。 

介護保険料は月額 5,039 円、年額 60,400 円に設定。（第７期と同額） 

経営戦略の策定（公共下水道、農業集落排水、浄化槽、上水道、介護サービス、魚島船舶、生名船舶）

総務省の要請により、公営企業が将来にわたり住民生活に重要なサービスの提供を安定的に、継続可

能となるよう策定。 

【協議事項】 

３月定例会提出予定議案の概要説明 

詳細は５ページから７ページをご参照ください。 

芸予汽船株式会社の第３４期(令和２年１月～令和２年１２月）決算報告 

コロナ禍の影響を受け、令和２年度経常損益額は、マイナス 7,113 万 4 千円。 

上島町の負担額は 4,700 万円程度になる見込み。 

岩城橋架橋後の町営バス事業 

基本方針①  
町内主要地点を中心とした運行 

岩城港、弓削港、立石港を中心に結ぶ路線に再編。

基本方針②  
利用目的に合わせたダイヤ編成 

通学（高校生）、通院、買い物に利用しやすいダイ

ヤ編成。 

基本方針③ 

船便との接続に留意したダイヤ編成 

船便との接続に可能な限り留意したダイヤ編成。

基本方針④ 

需要に応じた利便性の高い運行 

利用ニーズの高い地域の利便性に留意した運行。 

基本方針⑤ 

利用実績に応じた利便性の高い運行 

利用時間帯、曜日、バス停等見直しを行う。 

基本方針⑥ 

運行経費の削減 

小型車両導入や予約制を取り入れ、コスト削減に

努める。 

 令和 3 年度末に岩城橋が開通し、上島 4 島を陸上移動できることになる。そのため、地域住

民の「暮らしの足」として、実情に合わせた運行に再編する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和３年３月２日 弓削総合庁舎議場にて全員出席で開催 

【報告事項】 

上島町高齢者保健福祉計画、介護保険計画（第８期：令和 3 年度～令和 5 年度） 

「笑顔でともに安心して暮らせる健康、福祉のまちづくり」を基本理念とし、「地域包括ケアシステ

ムの深化推進」「地域つくりと介護予防、重度化防止の推進」「介護保険サービスの質の向上」を充実さ

せていく。 

介護保険料は月額 5,039 円、年額 60,400 円に設定。（第７期と同額） 

経営戦略の策定（公共下水道、農業集落排水、浄化槽、上水道、介護サービス、魚島船舶、生名船舶）

総務省の要請により、公営企業が将来にわたり住民生活に重要なサービスの提供を安定的に、継続可

能となるよう策定。 

【協議事項】 

３月定例会提出予定議案の概要説明 

詳細は５ページから７ページをご参照ください。 

芸予汽船株式会社の第３４期(令和 2 年 1 月～令和 2 年 12 月）決算報告 

コロナ禍の影響を受け、令和２年度経常損益額は、マイナス 7,113 万 4 千円。 

上島町の負担額は 4,700 万円程度になる見込み。 

岩城橋架橋後の町営バス事業 

基本方針①  
町内主要地点を中心とした運行 

岩城港、弓削港、立石港を中心に結ぶ路線に再編。

基本方針②  
利用目的に合わせたダイヤ編成 

通学（高校生）、通院、買い物に利用しやすいダイ

ヤ編成。 

基本方針③ 

船便との接続に留意したダイヤ編成 

船便との接続に可能な限り留意したダイヤ編成。

基本方針④ 

需要に応じた利便性の高い運行 

利用ニーズの高い地域の利便性に留意した運行。 

基本方針⑤ 

利用実績に応じた利便性の高い運行 

利用時間帯、曜日、バス停等見直しを行う。 

基本方針⑥ 

運行経費の削減 

小型車両導入や予約制を取り入れ、コスト削減に

努める。 

 令和 3 年度末に岩城橋が開通し、上島 4 島を陸上移動できることになる。そのため、地域住

民の「暮らしの足」として、実情に合わせた運行に再編する。 

岩城橋架橋後の町営バス事業
どうな

る？

令和 3 年度末に岩城橋が開通し、上島 4 島を陸上移動できることになる。そのため、地域住民の
「暮らしの足」として、実情に合わせた運行に再編する。

基本方針④
需要に応じた利便性の高い運行
利用ニーズの高い地域の利便性に留意した運行。

基本方針①
町内主要地点を中心とした運行
岩城港、弓削港、立石港を中心に結ぶ路線に再編。

基本方針⑥
運行経費の削減
小型車両導入や予約制を取り入れ、コスト削減に
努める。

基本方針③
船便との接続に留意したダイヤ編成
船便との接続に可能な限り留意したダイヤ編成。

基本方針⑤
利用実績に応じた利便性の高い運行
利用時間帯、曜日、バス停等見直しを行う。

基本方針②
利用目的に合わせたダイヤ編成
通学（高校生）、通院、買い物に利用しやすい
ダイヤ編成。

令和３年３月２日　弓削総合庁舎議場にて全員出席で開催
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問：現在の生名からの通学バスにおいて、何

が問題だったのか。 

答：スクールバスの需要を満たすと、一般の

利用者の需要を満たせないので切り離

して考える。 

問：バスだけでなく、芸予汽船を含めた航路

と一緒に考えていくべき。 

答：芸予汽船との協議は、ワーキンググルー

プを立ち上げて、今後の方向性を今治

市、尾道市と便数の検討を行う。 

問：スクールバスへの一般の乗客の混乗は検

討できないか。 

答：通常のバスとの料金の不公平感、子ども

たちの安全面を考え、現在混乗は考えて

いない。

問：今利用していない人たちに利用しやす

いための調査はしないのか。 

答：運行していなかった地区に支線が伸び

るので、増加を見込んでいる。利用者

にアンケートを取っている。ネットワ

ーク協議会で住民の意見は伺ってい

る。それ以外の調査は、現在考えてい

ない。 

以前からバスの要望のある田林
たなばし

（久司浦）に

バスを走らせることはできないのか。 

問：現在の幹線のルートにこだわらず、立石

港をターミナル化する案もあるのでは

ないか。 

答：幹線ルートも立石港を中心としたルート

設定になっている。 問：運行ルートは、決定しているのか。 

答：最終決定ではなく案として提示してい

る。意見をいただければ、前向きに検討

する。 

問：今後のバス利用の予測人数は検討したの

か。 

答：運行時間等決まっていないので、予想値

は出していない。 

問：他の関係課と連携を図ったらどうか。 

答：それぞれの課にお任せする。 

バスの再編に伴う予算 

弓削中学校スクールバス購入事業 1,030 万 6 千円   1 台 

 生名・佐島から通学する生徒が乗車する。5年間は、生徒が少ないが令和 8年度から 27 名になり、

しばらく 20 名以上が続くので、子どもたちの利便性を考えて購入する。 

スクールバスの運行には岩城・弓削共に、別途委託業務として検討中。車庫も、別途検討中。 

町有バス運行用車両  1,140 万円    小型バス 3台（10 人乗り） 

 バスを小型化することにより、今まで行けなかった場所も支線ルートに選定することが出来る。

支線ルートに関しては、委託業務として運行する。委託する際には、安全面を最優先にした委託

先を選定する。 

議員から出された意見 

問：スクールバス運行に関して、有効な補

助制度があるのか。 

答：バス購入には、国の補助金及び辺地債

が充当できる。スクールバスを保有す

ることで、普通交付税の算定に５～６

百万円の加算が見込める。 

問 :
答 :

問 :

答 :

問 :

答 :

問 :

答 :

問 :

答 :

問 :

答 :

問 :
答 :

問 :

答 :

問 :

答 :

議員から出された意見

運行ルートは、決定しているのか。
最終決定ではなく案として提示している。
意見をいただければ、前向きに検討する。

以前からバスの要望のある田
たなばし

林（久司浦）に

バスを走らせることはできないのか。

現在の生名からの通学バスにおいて、何
が問題だったのか。
スクールバスの需要を満たすと、一般の
利用者の需要を満たせないので切り離し
て考える。

バスだけでなく、芸予汽船を含めた航路
と一緒に考えていくべき。
芸予汽船との協議は、ワーキンググルー
プを立ち上げて、今後の方向性を今治市、
尾道市と便数の検討を行う。

今利用していない人たちに利用しやすい
ための調査はしないのか。
運行していなかった地区に支線が伸びる
ので、増加を見込んでいる。利用者にア
ンケートを取っている。ネットワーク協
議会で住民の意見は伺っている。それ以
外の調査は、現在考えていない。

現在の幹線のルートにこだわらず、立石
港をターミナル化する案もあるのではな
いか。
幹線ルートも立石港を中心としたルート
設定になっている。

スクールバス運行に関して、有効な補助
制度があるのか。
バス購入には、国の補助金及び辺地債が
充当できる。スクールバスを保有するこ
とで、普通交付税の算定に５～６百万円
の加算が見込める。

スクールバスへの一般の乗客の混乗は検
討できないか。
通常のバスとの料金の不公平感、子ども
たちの安全面を考え、現在混乗は考えて
いない。

今後のバス利用の予測人数は検討したの
か。
運行時間等決まっていないので、予想値
は出していない。

他の関係課と連携を図ったらどうか。

それぞれの課にお任せする。

上島町議会だより　63号

3



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

幹線（案） 
運行路線：「久司浦」～「弓削港」～「立石港」～「岩城港」 
運行便数：平日（月～金） 10 便～15 便 程度（６時～20 時の間） 
     土・日・祝       ３便 程度（８時～17 時の間） 

支線（案） 

運行路線：弓削線（大谷、狩尾、鎌田、阿土、佐島） 
     生名線（立石、西浦、恵生、丸山、稲浦、奥里、スポレク） 
     岩城線（船越、海原、保健センター、鳩岡住宅、西部） 
運行便数：月～土 ４便 程度（９時～15 時の間） 

※現⾏ルートからの変更点 
⼸削線 → ⽇⽐⽅⾯、佐島内ルートの追加 
⽣名線 → 奥⾥を通るルートに変更 
岩城線 → 新規 

幹線（案）

支線（案）

上島町議会だより　63号
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3月
定例会

改
正
ポ
イ
ン
ト

・部長制導入
・課の数の減少（財政負担軽減）
・仕事の効率化
・町民に寄り添った行政運営

事務事業の複雑化・多様化に対し、関係各課が統一した命令系統のもとで連
携・協力し合える組織体制への改革に伴い、全部を改正する。

財政健全化に取り組む姿勢を明らかにするため、町長の給与を令和３年度の
み、10％削減する改正。

令和２年度繰り越し明許事業７億 7,005 万１千円

新型コロナウィルス感染症地方創生臨時交付金事業　11 件
１億 3,241 万３千円

その他事業　13 件　６億 3,763 万８千円

公開請求権者の拡大及び内容精査に伴う改正。

議員及び町長の選挙における選挙運動の選挙公営の対象が拡大され、公費負
担に関する改正。

主な議案等に関する審議結果
○上島町行政組織条例

○上島町特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例

○令和２年度上島町一般会計補正予算（第８号）

○上島町情報公開条例の一部を改正する条例

誰もが立候補できる選挙を
寺下滿憲 議員

反対討論
！

○上島町の議会の議員及び長の選挙における公費負担に関する条例

・部長の責任と権限

・危機管理の観点

・業務の効率化

・議員の供託金　15 万円

・議員にも選挙ビラ解禁

・�議員も選挙カー、ポスター、
  ビラの公費負担

供託金制度を導入することに
よって、議員立候補者の自由で活
発な選挙運動を妨げる。

塵芥収集運搬車購入費 2,557 万 9 千円を全額削除しているが、塵芥収集運搬処理
業務委託に係る提言に基づき上島町からの回答に従い予算計上されたものである。
議会と行政の間で交わされた約束を何の協議もなく、一方的に破棄される事はあっ
てはならない。協議を重ね、納得できる結果を持って予算執行に当たるべき。

・誰でも情報公開を求められる。
・ワンストップで請求できる。
・電子媒体でも交付できる。
・�出資法人・指定管理者の情報公
開も求められる。

・�規則で利用料を定めてい
るので、料金が明確でな
い。
・�改正によって、情報公開
の後退ではないか。

懸
念
事
項

改
正
ポ
イ
ン
ト

改
正
ポ
イ
ン
ト

懸

念

事

項

令
和
３
年
第
４
回
定
例
会
は
、
３
月
９
日
～
19
日
に
開
か
れ
ま
し
た
。

提
出
さ
れ
た
43
議
案
を
審
議
し
た
結
果
、「
令
和
３
年
度　

上
島
町
一
般
会
計
予
算
」他
15
件
の
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て
は
、

予
算
決
算
委
員
会
に
審
査
を
付
託
後
、
原
案
可
決
。

本
会
議
追
加
議
案
４
件
を
含
め
た
残
り
議
案
を
原
案
可
決
。
動
議
１
件
は
、
否
決
。
一
般
質
問
は
６
名
で
し
た
。

議会からの提言を守れ！　　　　　　池本光章 議員
反対討論！
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指定管理者

いきなスポレク多目的グラウンドのトイレ
や神柱公園トイレ整備工事は必要と思えない。
社会福祉協議会やいきなスポレク公園の委託
料を下げるなど、町に必要と思われる福祉や
健全化方針の事業体が苦しくなっている。教
育費も、計画的なハードやソフトの更新がな
されておらず、学校活性化補助金もチェック
体制が構築されていない。暮らしを守る施策
に予算を振り向けるべきである。

予算は目的予算である。各支所の緊急予算を寄せ集めてフェスパの検証委員会を２月に急遽立ち
上げて検証しようとしている。緊急予算は、説明で各支所の緊急的な事に使うという事だったので、
こういう使われ方は大変遺憾である。

地元企業として、地域における信頼度は極
めて高いこと。地元経済活性化にも大きく期
待が持たれ、商工会をはじめ各種団体、町民
から応援の声が大きく上がっていること。今
まで積み上げてきた実績がある事。地元雇用
にこだわりを持っている事など上島町に大き
く貢献してくれると確信している。

塵芥収集運搬処理業務は、３地区で計 8,762
万 6 千円が計上されている。昔の発注形態に
逆戻りするのではないかと疑念を抱いている。
令和３年度の応募については、「３年以上の業
務経験が必要」「塵芥収集運搬に必要な車両を
所有しなければならない」など、非常に高い
ハードルとなっている。以前の随意契約の下
で長期間請け負ってきた業者しか参加できな
い偏った要件変更である。

前回、審議の結果、今回と同様にゆげフー
ヅサービスが１位に選定されたが、その後、
6,000 万円の債務超過が判明し、選定結果が取
り消された事実に対し、何らかの処置がなさ
れ、債務超過が解決済みなのかどうかが不透
明なままでは、地元業者でも、看過する事は
できない。

人権擁護委員として、宮川阪光氏、古本貢氏を推薦することを承認。両名とも再任。

予算決算委員会に一般会計予算及び特別会計予算・企業会計予算、計 16 件を付託しました。
詳細記事は、10 ページから 14 ページをご参照ください。

（株）ゆげフーヅサービス
　　　代表取締役　今井 裕和

【期間】令和３年４月１日から令和８年３月３１日

○人権擁護委員候補者の推薦を承認

○上島町インランド・シー・リゾート　フェスパの指定管理者指定

○令和３年度　一般会計予算及び特別会計予算

令和３年度　一般会計予算

フェスパ検証委員会予算を削除すべき　　　　　　　大西幸江 議員
反対討論！

反対討論！

賛成討論！

反対討論！

反対討論！

暮らしを守る施策に

大西幸江 議員

指定管理者選定審議会を尊重する

藤田徹也 議員

入札に参加しやすい要件に

濱田高嘉 議員

指定管理者選定審議会の情報開示を

濱田高嘉 議員
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＊この問責決議案は、2月に行われた議員協議会の中で、今号１７ページに掲載されて
いる「町民の声」をめぐっての議論が白熱し、起こった出来事です。最初は、濱田議員の「な
ぜ掲載しないのか」という問いに委員長（德永議員）が答えていましたが、平行線のまま
だったため、副委員長である藤田議員が発言。藤田議員に対し、議長の許可を求めず池
本興治議員が「バカかお前が」と野次を飛ばしたことから、藤田議員が「誰がバカなんか」
と言って会議テーブルをひっくり返してしまいました。その後も、二人の罵倒が続き周
りの議員が止めに入ったという状況でした。

藤田徹也議員に対する問責決議（要旨）

上島町議会基本条例　第２０条には、議員の政治倫理として「議員は、町民の
代表として高い倫理的義務が課せられていることを常に自覚し、良心と責任感を
持ってその責務を果たすとともに、品位の保持に努めなければならない。」とある。
令和３年２月１７日に行われた議員協議会において、池本興治議員と藤田徹也
議員の間で二者間の意見が過熱し、藤田徹也議員がテーブルを倒し、同席議員等
に対して恐怖と萎縮を与えた。品位を欠く、許しがたい行為である。
後日の議員協議会で、議長から忠告があったが、藤田徹也議員に対し、反省を
促すとともに、強く責任を問うものである。
以上、決議する。

選定審議会が選定した事業者が一番、町が
支出する金額が少ない計画である。財政の厳
しい町の体力を勘案すると、最も賢明な判断
であると考える。選定審議会の選定結果を議
会が否決したとなれば、選定審議会の判断を
否定するだけでなく、選定審議会制度そのも
のの否定に繋がりかねず、余程の疑義がない
限り選定審議会の判断は尊重すべき。

いきなスポレクの経営健全化計画の説明が
あり、同時にその後のフェスパ運営は業務委
託をして様子を見ながら立て直しを図るとい
うことだった。業務委託に関して、検討する
ことなく指定管理を行うことは、納得できな
い。町の大切な施設であれば、経験した事、
問題が起こった事は最大限利活用して次に活
かすべき。

林康彦議員から動議が提出され、賛成者として池本興治議員、濱田高嘉議員、亀井文男議員、
池本光章議員の署名があったため、直ちに追加議案として審議された。

たばこは、国税・地方税の一般財源として一定の役割を果たしているが、喫煙者、非喫煙者
双方に配慮した取り組みを推進しなければならない。そのため、たばこ税を「分煙社会の実現」
「望まない受動喫煙防止の推進」のために、分煙環境の整備に活用できる制度の整備に取り組む
よう意見書を提出する。

○藤田徹也議員に対する問責決議案

○地方たばこ税を分煙環境の整備に活用できる制度の整備を求める意見書（案）

賛成討論！ 反対討論！
選定審議会の判断を尊重すべき

德永貴久 議員
しっかり検討し直すべき

大西幸江 議員

上島町議会だより　63号
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賛 否 の 分 か れ た 議 案

全 会 一 致 の 可 決 議 案

 

 

 

 

 

 

 

 

上島町一般廃棄物最終処分場の設置及び管理に関する

条例 

人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることに

ついて 

上島町フルタイム会計年度任用職員の給与に関する

条例等の一部を改正する条例 

令和３年度上島町国民健康保険事業会計予算 

他特別会計予算 14 件 

上島町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準

を定める条例の一部を改正する条例 
町道路線の変更について 

上島町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関す

る基準を定める条例の一部を改正する条例 

上島町職員の給与に関する条例等の一部を改正する

条例 

令和２年度上島町国民健康保険事業会計補正予算（第３号）

他特別会計補正予算 12 件 
上島町議会会議規則の一部を改正する規則 

上島町最終処分場建設工事（造成）請負契約の一部変

更について 

地方たばこ税を分煙環境の整備に活用できる制度の

整備を求める意見書（案） 
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光
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濱
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前
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省
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審 議 結 果 

上島町行政組織条例 ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ × × × ○ 

議 

 
 
 
 
 

長 

賛成８人 可決

上島町の議会の議員及び長の選挙における

選挙運動の公費負担に関する条例 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × 賛成11人 可決

上島町情報公開条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ × × × ○ 賛成８人 可決

上島町特別職の職員の給与に関する条例の

一部を改正する条例 
○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ × × × ○ 賛成８人 可決

令和２年度上島町一般会計補正予算（第８号） ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ × × × × × 賛成６人 否決

人権擁護委員候補者の推薦につき意見を 

求めることについて 
○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ × × × ○ 賛成８人 適任

令和２年度上島町一般会計補正予算（第９号） ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ × × ○ 賛成９人 可決

令和３年度上島町一般会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ × × × 賛成８人 可決

上島町インランド・シー・リゾート フェス

パの指定管理者の指定について 
○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ × × × × 賛成７人 可決

藤田徹也議員に対する問責決議案 × × ― × × ○ ○ × × ○ ○ ○ × 賛成５人 否決

賛成：○ 反対：× 欠席：欠 地方自治法第 117 条による退場者：―
賛 否 の 分 か れ た 議 案

全 会 一 致 の 可 決 議 案

 

 

 

 

 

 

 

 

上島町一般廃棄物最終処分場の設置及び管理に関する

条例 

人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることに

ついて 

上島町フルタイム会計年度任用職員の給与に関する

条例等の一部を改正する条例 

令和３年度上島町国民健康保険事業会計予算 

他特別会計予算 14 件 

上島町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準

を定める条例の一部を改正する条例 
町道路線の変更について 

上島町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関す

る基準を定める条例の一部を改正する条例 

上島町職員の給与に関する条例等の一部を改正する

条例 

令和２年度上島町国民健康保険事業会計補正予算（第３号）

他特別会計補正予算 12 件 
上島町議会会議規則の一部を改正する規則 

上島町最終処分場建設工事（造成）請負契約の一部変

更について 

地方たばこ税を分煙環境の整備に活用できる制度の

整備を求める意見書（案） 
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審 議 結 果 

上島町行政組織条例 ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ × × × ○ 

議 

 
 
 
 
 

長 

賛成８人 可決

上島町の議会の議員及び長の選挙における

選挙運動の公費負担に関する条例 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × 賛成11人 可決

上島町情報公開条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ × × × ○ 賛成８人 可決

上島町特別職の職員の給与に関する条例の

一部を改正する条例 
○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ × × × ○ 賛成８人 可決

令和２年度上島町一般会計補正予算（第８号） ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ × × × × × 賛成６人 否決

人権擁護委員候補者の推薦につき意見を 

求めることについて 
○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ × × × ○ 賛成８人 適任

令和２年度上島町一般会計補正予算（第９号） ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ × × ○ 賛成９人 可決

令和３年度上島町一般会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ × × × 賛成８人 可決

上島町インランド・シー・リゾート フェス

パの指定管理者の指定について 
○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ × × × × 賛成７人 可決

藤田徹也議員に対する問責決議案 × × ― × × ○ ○ × × ○ ○ ○ × 賛成５人 否決

賛成：○ 反対：× 欠席：欠 地方自治法第 117 条による退場者：―

賛 否 の 分 か れ た 議 案

全 会 一 致 の 可 決 議 案

 

 

 

 

 

 

 

 

上島町一般廃棄物最終処分場の設置及び管理に関する条例 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて 

上島町フルタイム会計年度任用職員の給与に関する条例等の一部を

改正する条例 

令和３年度上島町国民健康保険事業会計予算 

他特別会計予算１４件 

上島町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例

の一部を改正する条例 
町道路線の変更について 

上島町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定め

る条例の一部を改正する条例 
上島町職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例 

令和２年度上島町国民健康保険事業会計補正予算（第３号） 

他特別会計補正予算１２件 
上島町議会会議規則の一部を改正する規則 

上島町最終処分場建設工事（造成）請負契約の一部変更について 
地方たばこ税を分煙環境の整備に活用できる制度の整備を求め

る意見書（案） 
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議 案 名 
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審 議 結 果 

上島町行政組織条例 ○ ○ ○ ○ 〇 × × ○ 〇 × × × 〇 

議 

 

 

 

 

 

長 

賛成 ８人 可 決 

上島町の議会の議員及び長の選挙における選挙

運動の公費負担に関する条例 
○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ × 〇 ○ ○ × 賛成１１人 可 決 

上島町情報公開条例の一部を改正する条例 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 × × × 〇 賛成 ８人 可 決 

上島町特別職の職員の給与に関する条例の一部

を改正する条例 
〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 × × × 〇 賛成 ８人 可 決 

令和２年度上島町一般会計補正予算（第８号） 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 × × × × × 賛成 ６人 否 決 

人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求める

ことについて 
〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 × × × 〇 賛成 ８人 適 任 

令和２年度上島町一般会計補正予算（第９号） 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 × × 〇 賛成 ９人 可 決 

令和３年度上島町一般会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 × × × 賛成 ８人 可 決 

上島町インランド・シー・リゾート フェスパの

指定管理者の指定について 
〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 × × × × 賛成 ７人 可 決 

藤田徹也議員に対する問責決議案 × × ― × × 〇 〇 × × 〇 〇 〇 × 賛成 ５人 否 決 

賛成：○ 反対：× 欠席：欠 地方自治法第 117 条による退場者：―
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予算決算委員会
令和３年３月１２、１５、１９日　弓削総合庁舎議場にて全員出席で開催

議案第 23 号「令和３年度上島町一般会計予算」について、７対５の賛成
多数をもって原案のとおり可決すべきものと決定。他の議案第 24 号から
第 38 号までの特別会計予算等については、委員の全会一致をもって可決
すべきものと決定。

・�コロナ禍にあっては、観光客等のための施
設を造るのではなく、町民主体の福祉予算
を考えていただきたい。

・�学校独自で機能的に使える資金は必要と思
われる。予算が問題でなく、教育委員会に
よるチェック機能を働かせるよう議会とし
て促していくべき。

・�設計金額の積算は、県の積算を基準にして

いるという事なので、問題無いと思われる。

・�いきなスポレクの指定管理料が減額になっ
ているが、町のサポートが無いと、単独で
は運営していけないのではないか。

・�岩城橋開通が目前であり、今後、スポレク
公園の利用度アップも見込まれるため、多
目的グラウンドトイレは設置すべきである。
また神柱公園は、駐車場等機能整備され展
望も開けており、ここへ新たにトイレを設
置する代わりに、弓削側の老朽化したトイ
レの廃止の方向づけをしていけば良い。

・�補助金執行に関しては不明瞭な点もある。

６月議会で減額を求めていく必要性がある。

・�町はスポレクを継続したいという意思があ
り、銀行の借入金や町からの貸付金につい
ては、先々で、町からの持ち出しになると
いう事を考えると、この予算額で良いので
はないか。

濱
田
委
員

德
永
委
員

藤
田
委
員

濱
田
委
員

寺
下
委
員

寺
下
委
員

・�昨年度より高額な予算を計上しており納得
できない。また、入札に参加する条件が高
くなっており、昨年初めて参加した業者は
参加できない公募要綱になっている。
・�収集、運搬については、門戸を広げて誰で
も参加できるようにすべきではないか。

濱
田
委
員

寺
下
委
員

なお、議案第 24 号から第 38 号までの 15 議案、特別会計予算等については、特に議論された事項は
ありませんでした。

予算決算委員会委員長報告

生名スポレク多目的グラウンドトイレ
神柱公園トイレ整備工事

学 校 活 性 化 補 助

塵 芥 収 集 運 搬 処 理 業

合 宿 村 公 園 管 理

議 員 間 討 議
報告する林康彦委員長
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１．塵芥収集運搬処理業務 9,031 万 4 千円 

【予算概要】 
弓削地区 生名地区 岩城地区 魚島地区 

5,333万 9千円 1,695 万 1 千円 1,733 万 6 千円 268 万 8 千円

・廃棄物処理法等法令に基づき公募要綱を策定。 
・議会提言のもと、積算根拠の見直し及び最低制限価格を設定。 
・不明瞭であった「相当の経験」について、今回から「3 年の経験」 

と明確化。 
 
池本興治委員 
・収集運搬業務が備品購入の部類であれば、最低制限価格を設けることに疑問がある。競争入札が基本で

はないか。 
濱田委員 
・入札金額が同額となった場合、町の恣意性を排除するためくじ引きを公にしてはどうか。 

２．立石港利用車両待機レーン増設工事 1,550 万円 

【予算概要】 
・立石港を利用する車両が増加し、積み残しの車両が

県道に連なり、渋滞が発生する恐れがあることから、 
待機レーンを増設。 

・現在の県道南側の水叩き注１部分をアスファルト舗装

し待機レーンとする。約 150 メートル、車両幅員注２ 
は 2.75 メートル、25～30 台の車両待機が可能。 

・通常時は現在の入口を使用。現在の待機レーンが満

車となった時に本レーン入口を使用。 
注１：落下する水等による洗掘から防護するために設 

けられるコンクリート床。 

注２：道の横の長さ、はば。             林敬生委員 
・立石山側から来た人が使用しにくい入口となっ

ている。 
寺下委員 
・現在の入口と増設レーン入口が分かれ、警備

員の配置等、運用が煩雑になる恐れがある。 
・現在の駐輪場を旧桟橋付近へ移設し、空いた

スペースへ待機レーンを増設してはどうか。 
・費用だけを考えるのではなく、人命と安全を

考えた設計に見直すべき。 

～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・ 

～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・ 

 

どう使われる？ 私たちのお金 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  どう使われる？　私たちのお金

〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・

〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・
注１：�落下する水等による洗掘から防護するために設けられるコンク

リート床。

注２：道の横の長さ、はば。

注1

注 2

待機レーンを増設予定の立石港付近

現在の立石港待機レーン

上島町議会だより　63号
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５．合宿村公園管理運営 2,740 万円 

【予算概要】 
・バラつきのあった算出根拠を見直し、精査した額を計上。 
・指定管理者の経営状況ではなく、合宿村公園施設を 1 年間、

管理運営していくための適正な価格を指定管理料として算

出。予想支出と予想収入の差額を指定管理料としている。 
・指定管理料は減額となっているものの、側面的な支援とし

て合宿誘致のための補助金を増額し、利用促進を図る計画。 
 

寺下委員 
・双方合意のもとの予算計上なのか。 
大西委員 
・コロナ禍で、スポレクの経営も厳しいと聞いている。減額となるのはあり得ない。 
・スポレク側から利用料改定等の話があるのに議案上程しないのは問題。指定管理者と十分協議を行い、

6 月定例会までに条例改正案を。 

３．いきなスポレク多目的グラウンドトイレ新設工事 2,274 万 8 千円 

【予算概要】 
・多目的グラウンド利用者の利便性の向上と町民が安全安心に 

活動できる環境作りのため新設。 
・木造平屋建てのサイコロトイレ。女性用、男性小便用各 2 つ、

多目的トイレ、男性用各 1 つ、倉庫を予定。 
・生名橋高松記念公園公衆トイレから約 2 キロ、波間田公衆トイ

レから約 2.8 キロと中間地点。 

 
大西委員 
・岩城幸峠トイレの時にこの場所は距離が短く不要との理事者側答弁。整合性がとれていない。 
濱田委員 
・国体開催時も現状設備で不便を感じることはなかった。本当に必要なのか。コロナ禍を考えると利用客

は更に減る見込みであることから、説得力に欠けるのではないか。 

４．神柱公園トイレ整備工事 2,080 万円 

【予算概要】 
・サイクリストだけでなく、歩行者やイベント等住民が利用する

ことから地元地区からの要望により計画。 
・当箇所は地震、津波、災害時一次避難場であり、災害時におけ

るトイレ確保の一助になる。 
 

寺下委員 
・弓削大橋弓削側のトイレはどうするのか。 
濱田委員 
・景観の良い場所であり、その観点からも再検討してみては。 
 

～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・  

～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・  

～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・

〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・

〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・

いきなスポレク公園

弓削大橋佐島側　神柱公園

いきなスポレク多目的グラウンド
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８．捕獲隊育成事業 240 万円 

 

【予算概要】 
・狩猟者が高齢化で減少傾向にある中、有害鳥獣捕獲を

効果的に進めるため、狩猟免許の取得及び更新等、捕

獲隊の組織化、捕獲技術向上等に必要な経費補助を行

う。 
 
大西委員 
・人材育成が重要。他の育成策も検討してみては。 

 

７．新型コロナウイルス予防接種関連予算 4,154 万 5 千円 

 

【予算概要】 
予防接種委託 2,425 万 4 千円

送迎バス運転業務委託 40 万 5 千円

予約業務委託 1,009 万 8 千円

予防接種事業 632 万 2 千円

テント購入 46 万 6 千円

 
・新型コロナウイルス予防接種を行うための関連予算。 
 

 

６．移住定住促進事業（移住・定住・空家バンク）846 万 1 千円 

 
【予算概要】 
・「住みたい町」「住み続けたい町」としての上島町の魅力向上

を目指し、協力隊 2 名による移住ポータルサイトの運営や空

き家バンクの充実を図る。 
・空き家改修補助金に加え、空き家を活用するための不要な家

財道具等の処分に対する補助も活用いただき、多くの空き家

に灯りを戻すための取り組み。 
 

～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 

〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・

山や畑に被害を与えるイノシシ
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１０．弓削高等学校振興対策事業 958 万 2 千円 

【予算概要】 
・弓削高校の振興を目的とし、生徒の通学費（船舶定期券）

補助や入学祝い金補助を行う。 
・令和３年度より全国募集に伴い、下宿生に対する補助 
（1 万円/月）も行う。 

 
大西委員 
・毎月 1 万円補助の根拠は。弓削高下宿生だけでなく、 

他地域に通学、下宿する学生にも平等に補助すべきでは。 
 

～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・  

９．ゆめしま海道サイクリング推進事業 500 万円 

 

【予算概要】 
・2022 年の岩城橋開通を見据え、ゆめしま海道及び上島町の

魅力向上とサイクリスト誘客を図るための事業。主な事業

として令和４年度開催予定の岩城橋開通記念サイクリング

イベント企画、サイクリングガイドの養成、初・中級者向

けの新たなサイクリングコース設定、サイクリングマップ

の制作、ゆめしま海道の情報発信としてＰＲ動画や写真撮

影委託を予定。 
 

 

１１．離島航路構造改革事業 500 万 3 千円 

【予算概要】 
・「ニューうおしま２」は建造後１６年が経過し、近い将来新

造船を建造する必要がある。 
・魚島航路は国、県の離島航路補助を受けている。新造船建

造にあたり、離島航路構造改革事業（調査事業、運輸局全

額補助）を事前に実施することが必要なため、航路診断、

経営診断等を含めた「航路改善計画」の策定を行う。 
 
濱田委員 
・協議会構成メンバーの中に町会議員を是非入れてほしい。 
大西委員 
・コンサルへ業務委託してまで改善計画を作成する必要があるのか。地元住民を中心に策定してはどうか。 

～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・

 
 
 
 

〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・

〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・

全国募集が開始された弓削高等学校

建造１６年が経過したニューうおしま２
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德
永 

貴
久 

議
員

岩
城
橋
開
通
後
の
岩

城
島
発
着
の
船
舶
運

航
形
態
は

岩
城
橋
開
通
ま
で

約
１
年
と
な
る
今
、

航
路
事
業
者
と
は
、
ど
の

様
な
交
渉
を
行
っ
て
き
た

の
か
。
ま
た
、
今
後
の
方

向
性
で
、
決
定
し
て
い
る

こ
と
が
あ
る
の
か
。

岩
城
橋
の
建
設
は

県
発
注
の
県
道
整

備
工
事
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
県
が
架
橋
の
影
響
に

よ
る
航
路
補
償
を
含
め
た

今
後
の
航
路
再
編
の
協
議

を
行
う
た
め
、
第
三
セ
ク

タ
ー
で
あ
る
芸
予
汽
船
を

除
き
、
直
接
的
な
協
議
や

交
渉
を
行
っ
て
い
な
い
。

ま
た
、
架
橋
後
の
運
行
体

制
の
方
向
性
を
明
確
に
示

し
て
い
る
航
路
事
業
者
は

町
と
し
て
把
握
し
て
い
な

い
。
し
か
し
、
地
元
自
治

体
と
し
て
の
責
任
が
あ

り
、
岩
城
島
関
連
の
航
路

事
業
者
だ
け
で
な
く
、
町

に
寄
港
す
る
す
べ
て
の
影

響
航
路
事
業
者
の
動
向
を

注
視
す
る
と
と
も
に
、
県

と
の
連
携
を
強
化
し
、
町

と
し
て
積
極
的
に
協
力
又

は
支
援
で
き
る
こ
と
を
含

め
適
切
な
対
応
を
検
討
す

る
。
ま
た
、
住
民
へ
の
適

切
な
情
報
提
供
を
図
り
、

陸
上
交
通
を
含
め
た
町
全

体
の
交
通
体
系
整
備
に
努

め
て
い
く
。

林
業
の
保
護
、
育
成

策
を
問
う

移
住
者
に
よ
っ
て

新
た
に
生
ま
れ
た

一
次
産
業
、
林
業
に
つ
い

て
、
産
業
と
し
て
成
長
さ

せ
、
産
地
化
す
る
た
め
に

は
資
源
の
保
護
と
人
材
の

育
成
が
重
要
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
①
町
に
立
木
伐
採

に
対
し
て
の
規
制
は
あ
る

の
か
。
②
町
に
は
「
上
島

町
農
林
漁
業
イ
ン
タ
ー
ン

制
度
」
が
あ
る
が
、
林
業

に
つ
い
て
も
制
度
の
対
象

と
な
る
の
か
。

立
木
の
伐
採
に
つ

い
て
は
、
五
条
森
林

は
伐
採
の
届
出
や
伐
採
後

の
造
林
の
届
出
等
が
必
要

で
あ
る
旨
の
規
制
が
定
め

ら
れ
て
い
る
。
近
年
、
森

林
所
有
者
に
無
許
可
で
伐

採
す
る
無
断
伐
採
や
、
必

要
な
届
出
を
行
わ
ず
伐
採

す
る
無
届
伐
採
が
全
国
的

に
も
問
題
に
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
住
民
の
皆
様

や
町
内
外
の
業
者
等
に
対

し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に

よ
り
周
知
し
て
い
く
。
現

在
、
林
業
で
の
イ
ン
タ
ー

ン
制
度
の
適
用
は
想
定
し

て
い
な
い
。
今
後
、
林
業

で
の
制
度
適
用
の
相
談
が

あ
れ
ば
、
関
係
機
関
と
協

議
の
う
え
、
総
合
的
に
勘

案
し
検
討
し
て
い
く
。

★
★
★
★
★
★
★
★
★
★

大
西 

幸
江 

議
員

行
政
活
動
の
可
視
化
と

住
民
参
加
を
促
進
せ
よ

住
民
の
意
見
を
十

分
に
反
映
さ
せ
た

行
政
運
営
を
す
る
た
め
に

は
、
で
き
る
だ
け
多
く
の

情
報
の
公
開
や
会
議
の
傍

聴
を
す
る
べ
き
だ
と
思
う

が
、
現
在
何
を
基
準
に
、

傍
聴
の
可
否
や
議
事
録
の

公
開
等
決
め
ら
れ
て
い
る

の
か
。
ま
た
、
時
代
や
法

改
正
が
進
む
中
で
、
ど
の

よ
う
に
見
直
し
を
し
、
実

施
し
て
い
る
か
。
今
後
ど

の
よ
う
な
取
り
組
み
を
す

る
の
か
。各

委
員
会
・
協
議

会
等
の
傍
聴
の
可

否
、
議
事
録
の
公
開
の
可

否
は
、
最
上
位
の
規
定

と
な
る
各
法
律
、
町
条

例
・
規
則
・
要
綱
等
に
よ

り
決
め
ら
れ
て
お
り
、
傍

聴
・
議
事
録
公
開
を
拒
否

す
る
も
の
で
は
な
い
。
そ

の
他
の
任
意
の
会
は
、
統

一
し
た
基
準
を
決
め
て
お

ら
ず
、
所
管
課
に
お
い
て

傍
聴
等
の
設
定
を
し
て
い

る
。
但
し
、
個
人
情
報
等

に
関
わ
る
審
査
会
等
は
、

全
部
あ
る
い
は
一
部
を
非

公
開
に
し
て
い
る
。
情
報

公
開
条
例
も
あ
る
。
今
後

は
、
Ｈ
Ｐ
・
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
だ
け
で
な
く
、
新
た

に
導
入
す
る
防
災
情
報
シ

ス
テ
ム
等
に
よ
り
広
く
周

知
し
て
い
く
。

ま
た
、「
ま
ち
づ
く
り

懇
談
会
」を
復
活
さ
せ
る
。

★
★
★
★
★
★
★
★
★
★

一般質問
令和３年３月９日に開催された第１回定例会では、６名の議員が一般質問を行
いました。答弁に関しては、理事者側答弁ということで答弁者の個人名は省略。
また一般質問は質問者が 400字以内で要約しています。

窯出し中の備長炭
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源
と
町
の
「
ふ
る
さ
と

事
業
補
助
金
」
で
製
作
。

令
和
元
年
度
は
４
７
１
，

２
７
８
円
、
う
ち
補
助
金

１
７
１
，
０
０
０
円
。

発
行
時
、
行
政
機
関
に

よ
る
チ
ェ
ッ
ク
は
特
段

行
っ
て
い
な
か
っ
た
。
意

見
は
伝
え
、
よ
り
良
い
物

を
製
作
す
る
一
助
に
な
れ

ば
と
考
え
て
い
る
。

★
★
★
★
★
★
★
★
★
★

寺
下 

滿
憲 
議
員

コ
ロ
ナ
接
種
体
制
の

確
保
と
感
染
対
策
・

生
活
支
援
を
急
げ

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種

の
実
務
を
担
っ
て
い
く
の

は
、
自
治
体
で
す
。
ワ
ク

チ
ン
接
種
場
所
を
各
地
区

公
共
施
設
に
想
定
し
て
、

宮
地 

利
雄 

議
員

上
島
町
の
カ
レ
ン

ダ
ー
は
来
年
度
以
降

も
作
成
さ
れ
る
の
か

上
島
町
が
配
布
し

た
カ
レ
ン
ダ
ー
に

つ
い
て
、
欧
州
や
米
国
で

発
行
さ
れ
て
い
る
カ
レ
ン

ダ
ー
に
よ
く
似
て
い
て
日

本
で
は
あ
ま
り
な
じ
み
の

な
い
カ
レ
ン
ダ
ー
で
あ

り
、
町
民
、
特
に
高
齢
の

人
達
に
は
評
判
が
良
く
な

い
。
こ
の
財
源
、
行
政
の

チ
ェ
ッ
ク
、
来
年
も
同
じ

よ
う
な
物
を
作
る
の
か
。

上
島
町
の
カ
レ
ン

ダ
ー
は
、
上
島
町

観
光
協
会
が
平
成
28
年
度

か
ら
製
作
・
発
行
。
財
源

は
、
平
成
30
年
度
は
、
観

光
協
会
の
自
主
財
源
、
令

和
元
年
度
か
ら
は
自
主
財

各
地
区
医
療
機
関
の
医
師

に
お
願
い
し
て
必
要
な
準

備
体
制
が
整
っ
た
こ
と
を

聞
い
た
。
そ
の
後
、
県
に

ワ
ク
チ
ン
供
給
が
あ
っ
た

が
、
町
へ
の
配
分
の
時

期
と
配
分
量
の
通
知
は
、

あ
っ
た
か
。

ま
た
、
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ

ン
は
、
重
篤
、
重
症
化
患

者
を
防
ぐ
効
果
は
、
確
認

さ
れ
て
い
る
が
、
感
染
を

防
ぐ
効
果
に
つ
い
て
は
、

確
認
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

が
言
わ
れ
て
い
る
。町
は
、

引
き
続
き
感
染
対
策
に
ど

う
取
り
組
む
の
か
。

ま
た
、
中
小
業
者
支
援

計
画
を
ど
う
進
め
て
行
く

の
か
。

県
か
ら
の
最
初
の

ワ
ク
チ
ン
配
分
量

は
、
70
か
ら
80
人
分
で
あ

り
高
齢
者
入
所
施
設
メ
イ

ン
に
接
種
す
る
。

感
染
予
防
対
策
に
つ
い

て
は
、
引
き
続
き
マ
ス
ク

着
用
の
徹
底
と
手
洗
い
の

励
行
、
３
密
回
避
を
お
願

い
す
る
。

中
小
業
者
へ
の
支
援

は
、
商
工
会
と
の
協
議
を

重
ね
具
体
的
な
支
援
事
業

の
策
定
を
行
っ
て
い
る
。

新
年
度
の
早
い
段
階
で
行

う
が
、
コ
ロ
ナ
の
動
向
を

見
て
、
現
状
に
マ
ッ
チ
し

た
支
援
を
す
る
。

救
急
医
療
の
充
実
と

医
療
機
関
へ
の
交
通

支
援
を
求
め
る

厚
生
労
働
省
の
公

立
、
公
的
病
院
の
再

編
統
合
４
２
４
施
設
の
中

に
多
く
の
町
民
が
利
用
し

て
い
る
因
島
総
合
病
院
が

突
然
、
名
指
し
さ
れ
、
再

編
、
統
合
、
機
能
移
転
、

ベ
ッ
ド
数
の
縮
小
な
ど
の

計
画
を
具
体
化
す
る
よ
う

求
め
ら
れ
、
夜
間
の
救
急

患
者
の
受
け
入
れ
が
休
止

さ
れ
地
域
医
療
が
危
機
的

な
状
況
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
医
療
圏
が
遠
方

に
な
り
高
い
医
療
費
や
通

院
費
の
負
担
が
増
大
す
る

町
民
へ
の
交
通
支
援
を
実

施
し
て
は
。

因
島
総
合
病
院

は
、
対
策
の
ひ
と
つ

と
し
て
夜
間
・
土
日
の
２

次
救
急
医
療
の
受
け
入
れ

を
昨
年
４
月
か
ら
休
止
し

た
。
そ
の
後
の
対
応
は
、

２
次
救
急
搬
送
が
増
加
す

る
中
、
Ｊ
Ａ
尾
道
総
合
病

院
・
尾
道
市
民
病
院
に
受

け
入
れ
の
協
力
依
頼
を
し

て
い
る
。
ま
た
、
因
島
総

合
病
院
に
は
、
地
域
医
療

と
し
て
支
援
、
協
力
願
い

を
し
て
い
る
。

救
急
業
務
は
、
一
分
一

秒
で
も
早
い
方
が
い
い
の

で
、
引
き
続
き
因
島
総
合

病
院
に
直
接
伺
い
、
し
っ

か
り
協
議
を
重
ね
た
い
。

交
通
費
補
助
は
、
公
平

公
正
に
対
応
で
き
る
方
法

が
な
い
か
協
議
す
る
。

★
★
★
★
★
★
★
★
★
★

林　

 

敬
生 

議
員

岩
城
橋
完
成
後
の
立

石
港
の
整
備
と
生
名

フ
ェ
リ
ー
の
運
営
の

方
向
性
は

①
岩
城
橋
の
完
成

が
約
１
年
後
に
迫
っ

て
お
り
、
生
名
フ
ェ
リ
ー

の
利
用
者
増
加
が
見
込
ま

れ
る
中
、
駐
車
場
及
び
駐

輪
場
は
現
状
の
ま
ま
で
対

応
可
能
か
。
ま
た
、
通
勤

利
用
者
が
桟
橋
に
近
い
側

か
ら
駐
車
し
て
、
昼
間
の

買
物
・
通
院
利
用
者
は
３

列
目
以
降
を
利
用
せ
ざ
る

を
得
な
い
状
況
と
見
受
け

る
が
、
利
用
者
増
加
に
よ

り
支
障
を
き
た
す
こ
と
は

な
い
の
か
。

②
利
用
者
増
加
が
見
込

ま
れ
、
時
間
帯
等
に
積
み
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消
防
署
員
及
び
消
防

団
員
の
資
格
管
理
は

平
成
29
年
３
月
12

日
以
降
、
改
正
道
路

交
通
法
に
よ
り
、「
普
通

自
動
車
運
転
免
許
」
で
運

転
で
き
る
車
両
制
限
が
変

更
さ
れ
、
ポ
ン
プ
自
動
車

は
普
通
自
動
車
運
転
免
許

で
は
運
転
で
き
な
い
。
ま

た
、
消
防
署
に
配
備
さ
れ

て
い
る
救
助
工
作
車
に
つ

い
て
は
、
小
型
移
動
式
ク

レ
ー
ン
が
装
備
さ
れ
て
お

り
、
こ
れ
の
操
縦
に
は
労

働
安
全
衛
生
法
に
基
づ
く

資
格
取
得
が
必
要
で
あ

る
。
ま
た
、
平
成
30
年
の

豪
雨
災
害
で
は
、
復
旧
・

救
助
活
動
に
お
い
て
、
重

機
は
あ
る
が
操
縦
士
が
お

ら
ず
運
用
で
き
な
い
機
体

が
あ
っ
た
と
聞
き
及
ん
で

い
る
。
そ
れ
ら
を
踏
ま
え

て
、
消
防
署
員
並
び
に
消

防
団
員
の
活
動
に
必
要
な

資
格
管
理
に
つ
い
て
説
明

を
求
む
。「準

中
型
車
両
運

転
免
許
」
を
署
員
募

残
し
が
想
定
さ
れ
る
が
、

増
便
計
画
は
あ
る
の
か
。

ま
た
、
利
用
者
増
に
よ
り

増
収
が
見
込
め
る
が
、
軽

自
動
車
用
に
3.5
ｍ
未
満
の

運
賃
設
定
を
行
う
等
の
改

正
は
出
来
な
い
の
か
。

①
立
石
港
駐
車
場

は
現
在
１
８
５
台
の

駐
車
が
可
能
で
あ
り
、
平

日
の
駐
車
車
両
は
80
台
程

度
で
あ
る
。
長
江
港
の
平

日
の
利
用
者
は
30
台
程
度

で
あ
る
か
ら
、
現
在
の
ま

ま
で
必
要
数
は
確
保
で
き

て
い
る
。

②
慢
性
的
な
積
み
残
し

に
は
増
便
も
考
え
る
が
、

安
全
運
航
上
、
１
時
間
あ

た
り
５
便
が
限
界
で
あ
る

こ
と
を
承
知
い
た
だ
き
た

い
。
現
在
の
運
賃
は
、
適

切
な
水
準
で
あ
る
と
判
断

し
て
い
る
。
今
後
も
適
正

な
運
賃
設
定
に
努
め
る
。

集
要
件
に
入
れ
て
い
る
。

安
衛
法
に
基
づ
く
資
格
は

計
画
的
に
取
得
さ
せ
て
い

る
。
消
防
団
の
ポ
ン
プ
車

に
つ
い
て
は
、
今
後
の
更

新
時
に
は
小
型
化
す
る
等

の
対
応
を
計
画
し
て
い

く
。
重
機
操
縦
者
に
つ
い

て
は
「
愛
媛
県
消
防
団
広

域
応
援
協
定
」
に
よ
り
、

県
内
有
資
格
者
を
相
互
に

派
遣
す
る
等
で
不
足
を

補
っ
て
対
応
す
る
。

★
★
★
★
★
★
★
★
★
★

藤
田 

徹
也 

議
員

い
き
な
ス
ポ
レ
ク
運

営
の
見
通
し
は

役
員
全
員
が
辞
意

を
表
明
し
現
在
会
社

の
体
を
な
し
て
な
い
事
。

独
自
の
借
入
金
、
残
り

３
，
０
０
０
万
円
の
返
済

目
処
が
何
ら
立
っ
て
い
な

い
事
。
町
は
こ
の
問
題
を

ど
う
解
決
す
る
の
か
。

い
き
な
ス
ポ
レ
ク

は
自
ら
の
責
任
で
事

業
を
遂
行
す
る
法
人
で
あ

り
、
経
営
は
自
助
努
力
に

よ
っ
て
お
こ
な
わ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
取
締
役

を
辞
任
す
る
と
い
う
手
段

を
駆
使
し
て
も
経
営
責
任

か
ら
逃
れ
る
こ
と
が
で
き

な
い
の
は
言
う
ま
で
も
な

い
。
し
か
し
法
的
に
出
資

額
に
応
じ
た
責
任
を
負
わ

な
く
て
は
な
ら
ず
、
税
金

投
入
が
必
要
に
な
る
場
合

が
あ
る
。愛

媛
県
警
に
よ
る

捜
査
介
入
が
役
場
内

で
あ
り
、
生
名
ス
ポ
レ
ク

が
書
類
送
検
さ
れ
た
が
行

政
職
務
及
び
住
民
サ
ー
ビ

ス
に
影
響
は
な
か
っ
た
の

か
。

約
１
ヶ
月
間
捜
査

介
入
が
あ
り
、
行
政

職
務
に
関
し
て
は
書
類
が

な
い
為
、
決
済
時
に
支
障

が
で
た
。
住
民
サ
ー
ビ
ス

に
つ
い
て
は
職
員
の
精
神

的
苦
痛
が
大
変
大
き
い
中
、

一
丸
と
な
っ
て
対
応
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
。
捜
査
に

協
力
し
た
職
員
数
述
べ
55

名
、
協
力
時
間
１
４
４
時

間
と
な
っ
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

商
工
業
者
、
個
人
事

業
主
へ
の
支
援
策
は

町
独
自
の
支
援
策

延
長
及
び
新
規
支
援

策
は
。

商
工
会
及
び
各
事

業
主
か
ら
の
意
見

集
約
を
し
国
の
指
導
を
基

に
、
新
年
度
に
入
り
予
算

化
す
る
。
コ
ロ
ナ
の
動
向

も
含
め
更
な
る
良
策
及
び

継
続
事
業
の
必
要
性
を
協

議
検
討
の
上
、
現
状
に

合
っ
た
事
業
実
施
を
行
う

予
定
。

支
援
策
と
並
行
し

て
常
態
化
し
た
自
粛

の
緩
和
策
が
必
要
と
思
う

が
。

愛
媛
県
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
本
部
に
基
づ
い
て
対

応
し
て
い
る
。地
区
行
事
、

学
校
行
事
、
イ
ベ
ン
ト
、

グ
ル
ー
プ
活
動
等
感
染
予

防
対
策
を
徹
底
し
、
実
施

の
検
討
を
し
て
い
た
だ
き

た
い
。
上
島
町
に
活
気
が

戻
る
取
り
組
み
を
し
、
同

時
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
関
す
る
対

応
、
状
況
な
ど
分
か
り
や

す
く
情
報
提
供
し
て
い
き

た
い
。

上島消防署の救助工作車

昼間の立石港駐車場
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町民の声

令
和
２
年
12
月
定
例
議
会
一
般
質
問
に
お
け
る
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ピ
ー

ス
ウ
イ
ン
ズ
・
ジ
ャ
パ
ン
（
Ｐ
Ｗ
Ｊ
）
所
有
の
災
害
救
助
病
院
船
の
上

島
町
へ
の
長
期
係
留
に
つ
い
て
の
質
疑
を
見
て
、
ま
た
か
と
十
数
年
前

の
記
憶
が
甦
っ
た
。

合
併
当
時
、
弓
削
町
が
設
置
し
た
豊
島
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
指

定
管
理
者
の
選
定
に
お
い
て
、
Ｐ
Ｗ
Ｊ
と
Ａ
町
外
業
者
１
社
が
応
募
し
、

選
定
根
拠
に
不
透
明
さ
を
残
し
Ａ
社
に
決
ま
っ
た
。
方
や
Ｐ
Ｗ
Ｊ
は
、

豊
島
の
魅
力
を
生
か
し
た
振
興
策
を
展
開
し
、
本
島
が
国
内
外
か
ら
評

価
さ
れ
る
島
に
と
の
計
画
に
町
民
の
一
人
と
し
て
夢
を
抱
い
た
こ
と
を

覚
え
て
い
る
。

そ
の
後
も
弓
削
島
に
本
社
を
置
き
、
町
発
展
に
つ
な
が
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
展
開
し
よ
う
と
し
た
が
、
町
の
理
解
を
得
ら
れ
ず
、
県
外
へ
本

社
を
設
置
し
た
。現
在
、そ
の
自
治
体
へ
の
経
済
効
果
は
非
常
に
大
き
く
、

発
展
に
寄
与
し
て
い
る
。

そ
こ
で
、
こ
の
度
、
２
度
目
と
な
る
Ｐ
Ｗ
Ｊ
の
上
島
町
へ
の
ア
プ
ロ
ー

チ
で
あ
る
が
、
町
民
の
生
命
・
財
産
を
守
り
得
る
極
め
て
重
要
な
セ
ー

フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て
協
定
を
締
結
し
て
い
る
災
害
救
助
病
院
船
の
係

留
許
可
を
理
不
尽
に
も
与
え
ず
、
ま
た
も
や
他
の
自
治
体
へ
行
っ
て
し

ま
っ
た
。
ま
さ
に
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
轍
を
踏
ん
だ
こ
と
に
返
す
返

す
残
念
で
な
ら
な
い
。

議
会
質
問
で
は
、
３
度
目
の
Ｐ
Ｗ
Ｊ
へ
の
否
定
的
な
発
言
も
行
わ
れ

て
い
た
が
、上
島
町
の
現
状
に
鑑
み
、行
政
、議
会
、住
民
が
一
つ
に
な
っ

て
、
上
島
町
の
将
来
と
町
益
を
真
剣
に
考
え
る
と
き
で
は
な
い
か
と
申

し
上
げ
た
い
。

弓
削
地
区　
　

村
上　

知
貴　

　
「
議
会
報
編
集
委
員
会
の
識
見
を
疑
う
」

本
年
一
月
、
上
島
町
議
会
だ
よ
り
向
け
に
町
民
が
投
稿
し
た
「
町
民

の
声
」
に
つ
き
「
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
」
が
、
投
稿
内
容
の
書
き

直
し
を
要
請
し
た
と
い
う
話
を
聞
い
て
驚
い
た
。
投
稿
内
容
は
Ｎ
Ｇ
Ｏ

ピ
ー
ス
ウ
イ
ン
ズ
・
ジ
ャ
パ
ン
が
、
上
島
町
に
船
籍
を
置
い
た
自
社
の

災
害
対
応
医
療
船
を
、
昨
年
町
長
が
替
わ
る
と
上
島
町
に
碇
泊
さ
せ
な

い
決
定
し
た
こ
と
に
つ
き
、
そ
の
決
定
は
い
か
が
な
も
の
か
と
の
趣
旨

の
問
題
提
起
で
あ
っ
た
。
編
集
委
員
会
が
掲
載
不
可
と
し
た
理
由
を
委

員
長
（
德
永
議
員
）
は
「
原
文
を
そ
の
ま
ま
掲
載
す
る
に
は
内
容
の
具

体
性
、
根
拠
に
欠
け
る
。
三
段
目
の
部
分
を
中
心
に
、
文
書
全
体
を
再

考
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
投
稿
者
に
伝
え
た
の
で
投
稿
者
は
同
意
で

き
ず
取
り
下
げ
た
そ
う
だ
が
、
こ
の
委
員
会
の
行
為
は
憲
法
で
禁
止
さ

れ
て
い
る
検
閲
に
あ
た
る
の
で
は
な
い
か
。

憲
法
21
条
に
は

〇
集
会
、
結
社
及
び
言
論
、
出
版
そ
の
他
一
切
の
表
現
の
自
由
は
、

こ
れ
を
保
障
す
る
。

〇
検
閲
は
、
こ
れ
を
し
て
は
な
ら
な
い
。
と
あ
り
、
仮
に
投
稿
内
容

に
問
題
を
感
じ
て
も
、
そ
れ
は
一
町
民
の
意
見
を
表
現
し
た
も
の
で
あ

り
、
ま
し
て
や
委
員
会
が
掲
げ
て
い
る
「
投
稿
応
募
要
件
」
に
反
し
て

い
な
け
れ
ば
、
町
民
の
声
は
最
大
限
尊
重
し
掲
載
す
べ
き
で
あ
る
。

こ
の
度
の
出
来
事
は
関
係
議
員
の
町
民
軽
視
、
か
つ
首
長
に
忖
度
。

し
か
も
己
ら
の
行
為
が
違
憲
に
当
た
る
の
で
は
な
い
か
と
の
識
見
す
ら

無
い
の
で
は
な
い
か
と
疑
う
と
こ
ろ
だ
。
猛
省
を
促
し
た
い
。

弓
削
地
区　
　

平
山　

和
昭　

町民の声
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町民の皆様の声を募集しておりま
す。身近で起こった出来事、議会につ
いて思っていること、ご希望・ご要望
など何でも結構です。是非、編集委員
会宛にお送りください。
〈応募要件〉
500字程度でお願いします。紙面の都
合上、掲載されないことがあることを
ご了承ください。
原稿もしくは電子メールにてご応募
ください。
住所･氏名は明記してお願いします。
匿名はお受けできません。
〈送り先〉
〒794-2592　上島町弓削下弓削210
上島町議会事務局「議会だより編集委員会」宛
ＴＥＬ：0897-77-2500
ＦＡＸ：0897-77-4011
Ｅ-mail：gikai@town.kamijima.ehime.jp

毎月１回　月例出納検査
議会・全員協議会・常任委員会は、どな
たでも傍聴できます。詳しい日程は、議
会事務局（☎77-2500）までお問い合わせ
ください。 　〜 

編
集
後
記 

〜

み
な
さ
ま
こ
ん
に
ち
は
。
今
回
、
２
回
目
と
な
る
「
議
会

だ
よ
り
」
で
す
。
町
民
の
み
な
さ
ま
に
、
心
待
ち
に
さ
れ
る

「
議
会
だ
よ
り
」
を
目
指
し
て
い
ま
す
が
、
な
か
な
か
で
す

ね
。
し
っ
か
り
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
き
次
に
繋
げ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

現
在
、
議
会
広
報
の
一
つ
と
し
て
「
議
会
だ
よ
り
」
を
発

行
し
て
い
ま
す
が
、
新
た
な
広
報
の
仕
方
も
生
ま
れ
て
い
ま

す
。
例
え
ば
議
会
の
ウ
ェ
ブ
配
信
、
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
配
信
な

ど
で
す
。
時
代
に
合
わ
せ
た
広

報
の
仕
方
を
取
り
入
れ
て
い
く

論
議
を
、
議
会
広
報
委
員
会
の

中
で
し
て
い
か
な
い
と
い
け
な

い
と
思
い
ま
す
。

今
後
と
も
町
民
の
み
な
さ
ま

の
ご
理
解
を
得
ら
れ
る
よ
う
努

力
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
指
導

の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

藤
田
　
徹
也

あなたの声をお聞かせください

６ 

月

議会運営委員会
全員協議会
定　例　会
予算決算委員会

予算決算委員会
定　例　会（再開）

　７日（月）
　８日（火）
１５日（火）
１８日（金）

２２日（火）

議会の活動予定

訂正：前号議会だよりにおいて、下記の間違
いがありました。訂正してお詫び致します。

該当箇所

２，５，
12Ｐ

10Ｐ
２段目

10Ｐ
３段目

11Ｐ
３段目

「池本　興二」

「法律、条例等
に基づいて」

「公共施設一人
あたりの」

「検討してい
く。」

「池本　興治」

「上島町は法治国家
であり、法律、条例
等に基づいて」

「資料では、公共施
設一人あたりの」

「検討していきた
い。」

誤 正

上
島
町
議
会 

広
報
委
員

委 

員 

長

　德
永

　貴
久

副
委
員
長

　藤
田

　徹
也

委

　
　員

　寺
下

　滿
憲

大
西

　幸
江

宮
地

　利
雄

山
上

　耕
司

林

　
　敬
生

　
「
次
世
代
に
つ
な
ぐ
」

私
は
弓
削
島
に
生
ま
れ
育
ち
、
昨
年
５
月
に
家
族
と
一
緒
に
Ｕ
タ
ー
ン
し
て
き
ま
し
た
。
念
願
の
Ｕ

タ
ー
ン
に
心
を
踊
ら
せ
な
が
ら
も
、ふ
と
思
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。「
私
の
子
や
孫
が
大
き
く
な
っ
た
時
、

上
島
町
は
ど
ん
な
町
に
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
？
」
と
。
皆
さ
ん
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？
私
は
正
直

な
と
こ
ろ
、
と
て
も
不
安
で
す
。

子
ど
も
の
頃
に
比
べ
、人
口
が
少
な
く
な
り
、町
の
活
気
が
無
く
な
っ
て
き
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

上
島
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
「
上
島
町
版 

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
よ
る
と
、
２
０
２
１
年

２
現
在
６
，
５
２
５
人
が
、
２
０
３
０
年
に
は
５
，
１
２
４
人
、
２
０
４
０
年
に
は
３
，
９
９
７
人
と

急
速
な
人
口
減
少
が
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
お
そ
ら
く
今
よ
り
も
お
店
の
数
が
減
少
し
た
り
、
祭
り
な

ど
の
地
域
行
事
も
縮
小
・
消
滅
し
た
り
と
、
今
「
当
た
り
前
」
に
で
き
て
い
る
こ
と
が
「
当
た
り
前
」

に
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
そ
ん
な
未
来
が
も
う
そ
こ
ま
で
き
て
い
ま
す
。
と
て
も
不
安
で
す
。

私
は
、
こ
の
町
に
生
ま
れ
育
っ
た
こ
と
に
誇
り
を
持
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
素
晴
ら
し
い
町
を
次
の
代

に
残
し
て
あ
げ
た
い
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
雇
用
創
出
、
移
・
定
住
促
進
、
観
光
振
興
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
問
題
を
解
決
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
今
か
ら
対

策
を
行
動
し
な
け
れ
ば
未
来
は
あ
り
ま
せ
ん
。

今
こ
そ
、
町
民
全
員
で
「
島
の
未
来
」
を
考
え
、
力
を
合
わ
せ
、「
次
世
代
」
に
素
晴
ら
し
い
上
島
町

を
繋
い
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

弓
削
地
区　
　

英　

真
介　

町民の声


